
 

                

 

令 和 ６ 年 ２ 月 １ ４ 日 

                                              帯 広 開 発 建 設 部 

 

 

札内川ダム長期熟成コーヒーがデビューします 

 

 

 

 

 

 

 

○実施概要 

■ 実験の目的：ダム施設内のトンネル等を活用して飲料品等の貯蔵を行い、熟成効果や

地域性の商品開発の可能性･効果等を検証します。 

■ 搬出品目 ：コーヒー豆（生豆） 

■ 参加事業者：トカプコーヒー（中札内村）、カシオペイアコーヒー店（音更町）

MayCoffee（中札内村） 

 

○お披露目会について 

１ 日  時  令和６年２月２３日（金）１０：００～ １５：００ 

２ 場  所  道の駅 ガーデンスパ十勝川温泉（音更町十勝川温泉北 14 丁目 1） 

３ 参加方法  開催時間内にご自由にお越しください。 

 

詳細は別紙フライヤーを参照して下さい。 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

○札内川ダム貯蔵の取組について 

国土交通省 北海道開発局 帯広開発建設部 帯広河川事務所 

副所長 小中 健一  電話0155-25-1294（内線383） 

計画課長 尾﨑 光政  電話0155-25-1295（内線331） 

帯広開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/index.html 

○お披露目会、熟成コーヒーについて 

 かわたびほっかいどう 十勝川コーディネーター 

小川 宣幸  電話 090-6269-5616 

帯広河川事務所では、ダムを活用した地域振興の実証実験の一環として、地域の事業

者の協力を得て、施設内の空間で飲料品等を貯蔵･熟成する取組を進めています。 

このうち、令和４年４月より長期熟成を行っていたコーヒー豆について、搬出作業を

終え、このたび、熟成させたコーヒーを楽しむお披露目会が開催されることになりまし

たのでお知らせします。 

なお、スペースが確保できる状況においては、実験へ参加する希望事業者を引き続き

募集しております。 

 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/index.html




札内川ダムにおける飲食物等の貯蔵・熟成の取組

• 本取組は、施設内のトンネル等の低温で安定した環境を活用し、飲食物等を貯蔵し、
熟成効果を検証するとともに、地域の商品開発等に関する効果を測定するものです。

• 令和４年度から行われ、これまでコーヒー豆、日本酒、チーズ、ワインを貯蔵しま
した。

貯蔵開始時 貯蔵品 事業者

令和4年４月 コーヒー豆（生豆）
トカプコーヒー、MayCoffee (中札内村)
カシオペイアコーヒー店 (音更町)

〃 コーヒー豆（焙煎豆） ハレノヒ珈琲店(中札内村)

令和4年９月 日本酒 上川大雪酒造(株)十勝碧雲蔵（帯広市）

〃 チーズ（エダムチーズ・ゴーダチーズ） (株)十勝野フロマージュ（中札内村）

令和5年7月 ワイン (株)AOILO（中札内村）
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